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桑名正子（くわなまさこ）

西条市壬生川出身の洋画家。

1975年からフランスへ渡り、

現在はパリを中心に活躍して

いる。今年８月には五百亀記

念館で展覧会を開催予定。

　私の子どもの頃の記憶にあるのは湧き出る水

である。生まれ育った所は壬生川で、その当時

栄えた唯一の商店街の中だった。

　奥深い家の奥まで歩いていくと、その先には

表通りからは想像できない小さな自然の楽園が

あった。天をつくような竹林や、春にウグイス

のさえずる梅の木がある小さな庭には、四季お

りおりの花々が絶えなかった。そこにはうちぬ

きの水が湧き出る小さな池があり、台風などで

浸水すると外の小川から大きな鯉や亀やカエル

が迷い込み、その池にしばらく住み込むことも

あった。うちぬきの水は一日中やすみなく湧き

出て、蝶や小鳥や猫たちのたまり場になってい

た。

　今パリで思うのは、水が四六時中湧き出てい

る光景なんてほかでは見ることができない。パ

リという伝統のある街に長年住むと、ふるさと

西条の良さを実感できる。自分の経験を生かし

て、そのふるさとに貢献できることは何なのだ

ろうと心に問いかけることの多い毎日である。

■当番病医院
　０８９７ー５８ー２２００（常　時）
■災害情報
　０８９７ー５５ー５５５１（発生時）

平成27年５月末日現在

住民基本台帳登録数

 ( )内は前月比

人口 112,361人 (－ 5 8 人）
　男　54,001人（－ 3 5 人）
　女　58,360人（－ 2 3 人）
世帯　49,882世帯(－9世帯）
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No.119　ヤブサメ（夏鳥）
　全長10.5cm、夏鳥として渡来し、石鎚山系から低山帯まで薄

暗い下草の茂った林内に生息しています。「シシシシ…」と虫

の鳴くような声でさえずりますが、姿を見るのは難しい。この

声をやぶに降る雨の音に見立てて名前が付いたといわれていま

す。白い眉斑と短い尾羽が特徴的なウグイスの仲間です。
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